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論文内容の要旨

ヨワ素 124 (1 24I)の崩壊について，特に核行列要素の決定に興味の中心をおき，戸線 γ 線内部変換

電子および ß-ry 角度相関の測定を行なった。 1241 の放射線源は 121Sb (α， n) 124 1 反応で作り，化学分離

を行なって無担体源 (carrier free source) にすることができた。 β 線スペクトノレは二方向集束型 3 線

スペクトロメータを用いて測定し，最大エネノレギー 2.15 MeV および1. 53MeV の二成分の強度比

1: 1. 11 を求めたD 内部変換電子については， 二方向集束型 3 線スペクトロメータで 603keV ， 645 

ke V, 723ke V , 1690ke V の γ 線の内部変換電子のスペクトノレを測定し， 603keVγ 線変換電子の K/L

比 7.3士 0.4 および L/M+N 比 3.8士 0.8 を得た口更に弱い γ線の内部変換電子は立体角の大きい

オレンジ型スペクトロメータを用いて測定した。ヴ線スペクトノレは 1~可x2"Na1 (Tl)ν ンチレーν
4 

ヨンスペクトロメータで測定し，内部変換電子のデータでと γ線の内部変換係数 αk を求めた。 0.60，

0.72, 1.32, 1.52, 1.69 および 2.08MeV の γ線の変換係数αk として，それぞれ (3.8士 0.6) x 10一三

(2.5士 0.4) X 10-3 , (0.79 士 0.15) x 10-う (0.33士0.08) X 10-3, (0.29士0.07) x 10-う (0.21 士0.04)

X 10- 3 および (0.21士 0.08) X 10- 3 を得た口 戸-γ 角度相関は，最大エネノレギー 1. 53MeV の戸線と

それに続く 603 keVγ 線について ， W(Ow) =1+A2(w)P2 (cosO) で展開したときの A2(W) を 3 線

のいろいろなエネノレギー範囲で測定した。これらのデータを，森田氏の変形 Bjj 近似 (Modified Bij 

Approxima tion) を用いて解析し， この1.53MeV ß 線に関与する核行列要素の取り得る範囲なら

びに娘核 124Te の第一励起準位の配位が取り得るものを決めたロその結果，この 1. 53MeV ß 線の

中で， L(出て行く電子と中性徴子の角運動量の和)=0， 1 の核行列要素による寄与が， L=2 によるも

のと同程度かやや大きいということが分かった。
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論文の審査結果の要旨

原子核構造に関する理論は，核の殻構造模型と集団模型とが提唱されて，そのどちらかによって相

当な程度まで実験結果を説明することが出来る様になって来た。しかしながらこれら 2 つの模型はそ

れぞれ両極端的な単純化によってえられているものであるから，詳細は実験結果に対してはこれらの

理論によって説明出来ない点もあり，今後の研究にまつ所が多い状態である D したがって核構造に関

してその問題をとく一つの大きな手掛りであるいわゆる原子核分光学の分野一一戸崩壊の問題，励起

準位に関する問題等ーーでの研究が重要な意味をもつものである口

院君の研究では 1241 の 3十崩壊をとりあげた。 1241 の娘核は 124Te であるがこの同じ核に ß- 崩壊す

る 124Sb については実験が行ないやすい為もあってかなりの研究がなされており，叉この戸崩壊の核

行列要素の解析にあたって森田正人等による近似的方法 (Modified Bzj 近似)が成立つことが示さ

れている。したがってこの近隣の核である 1241 の崩壊についても Modified Bji 近似が成立つと仮定

すると核行列要素に関する情報が得られるだろうと考えたD

測定は戸線スペクトロメーターを用いて γ 線の内部変換係数の測定及び最大エネノレギー1. 53Mev 

の戸線(第 1 励起準位への崩壊)とそれに続く 603kevγ 線との聞の角度相関等を測定した，なお線

源としてはナイクロトロンで 121Sb(α ， n) 132 1 でえて音在研究室の協力で carrier f ree の形で使用す

ることが出来て測定の精度を上げることが出来た。

実験の結果はまず内部変換係数の測定より 7 つの γ 線についての multipole order を決め現在まで

わかっている decay scheme を矛盾なく説明出来ることを示した。次に ß-γ の角度相関については

相関関数 1十 A2(W) P2 (cos {))の係数 Az(w) を測定した即ち 3 線のスペクトラムの色々のエネノレ

ギーに対応する A2 の値を測定した口この様な角度相関の測定は一般に長時間の測定を必要とすると

共に background の問題，装置の asymmetry の問題，測定器の感度の時間的変化の問題等技術的に

むつかしい問題が多いが核構造に関する知識をふやす為には是非必要なものである口えられた結果は

森田の modified BiJ" 近似が成立つとして解析を行ない，自崩壊の核行列要素の取りうる範囲を決

めた。又 124Te の第一励起準位については殻構造模型の近似による配位のとりうる範囲を決めた。又

この戸崩壊においては L (出て行く電子と中性徴子との角運動量の和)= 0 及び 1 の核行列要素によ

る寄与が L=2 によるものと同じ程度であるということがわかった。

以上院君の研究は 124Te の γ 線の decay scheme を確認し，第一励起準位に関しては構造論的に

新しい知識を与え，又 1241 の崩壊の核行列要素に関する貴重なデーターを提供したものである。よっ

てこの論文は理学博士の学位論文として十分の価値のあるものと認める。
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